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　トランセンス株式会社は、電気通信工事・環境機器及び防災機器販売の事業活動の中で、

環境問題への対応を重要課題とし、事業活動を地球環境及び地域環境改善に配慮して、

快適な社会の実現を目指すと共に、地域社会の環境負荷低減に役立つサービス、

製品を提供します。

［基本方針］

１．事業活動のすべての領域で、省資源、省エネルギー、ムダの排除に配慮した活動に

取り組みます。

２．事業活動に適用される環境関連法規等を遵守します。

３．エコアクション21を基に環境への取組を継続的に行い、地域社会から信頼される企業を

目指します。

［重点取組事項］

１． 省エネルギー（電力、燃料）、省資源（水と原材料）の推進

２． 環境機器及び防災機器の販売

３．廃棄物の排出抑制及びリサイクルの推進

４．リサイクル製品優先使用（グリーン購入の推進）

2020年1月14日

トランセンス株式会社

代表取締役 安齋　幸

３．環境経営方針

-3-



（１） 事業者及び代表者名

  事業者名　トランセンス株式会社

  代表者名　安齋　幸

（２） 所在地

　〒321-0973　栃木県宇都宮市岩曽町31-2

（３） 環境管理責任者及び連絡先

　環境管理責任者　　河野邉　広夢

　EA21事務局　　　   谷口　由里子

　連絡先　　ＴＥＬ　028-621-4002

　　　　　　 メールアドレス　soumu@transcence.co.jp

（４） 事業内容

　 建設工事：電気工事業・電気通信工事業

　 環境機器・防災機器販売

（５） 事業規模

（6）許可番号

電気工事業　栃木県知事許可（特-2）第7989号

電気通信工事業　栃木県知事許可（特-2）第7989号

造園工事業　栃木県知事許可（般-2）第7989号

日本ＣＡＴＶ技術協会会員　第436号

全国交通信号工事技術普及協会会員　第21-1-003号

従業員数 34名

敷地面積 586.2㎡

１．組織の概要

創業 1973年 5月 1日

資本金 3,000万円

売上高 38,759万円(2022年度）
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（7） 組織図

役割、責任

・環境管理責任者を任命する

・環境経営方針を制定する

・推進に必要な要員、技術、資金等を準備する

・環境経営システムに必要な文書類を承認する

・環境経営システムの全体の評価と見直しを行う

・環境経営システムの取り組みの実行責任者として活動を推進する

・環境目標及び活動計画を策定し、社長の承認を得る

・事務局が行った環境目標及び活動計画の達成状況や実施状況の

 結果を社長に報告する

・環境関連法規の取りまとめ、最新チェック及び遵守状況の確認をする

・外部からの苦情や要望を受け付ける窓口

・代表者による全体の評価と見直しのための情報を報告する

・部門ごとの活動計画を策定し、達成状況、実施状況を把握し、環境

 管理責任者に報告する

・部門ごとの教育訓練の実施リーダ－

・活動計画の担当者として実行する

・システムで定めたル－ル、取り組み事項を自発的、積極的に実施する

・環境への負荷及び取組の自己チェックの実施リ－ダ－

・環境目標及び活動計画の達成状況や実施状況の確認と評価を行う

・文書、記録を管理する

2．対象範囲
当社は、上記のすべての事業活動と組織を認証登録の対象としている。

代表取締役

環境管理責任者

EA21事務局

企画開発部 現業部門 間接部門

代表取締役

環境管理責任者

部門責任者

社員

EA21事務局
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５．環境経営計画及び結果
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

A A A A A A A A A A A A
A A A C B A A A A A B A
A A A A A A A A A A A A
A B B A A A A A A A A A
A A A A A A A A A A A A
A A A A A A A A A A A A
A A A A B D D C A B B B
A A B A A A A A A B B A
A A A A A A A A A A A A
A A A A A A A A A A A A
A A A A A A A A A A A A

A A A A A A A A A A A A
A A A A A A A A A A A A
B A A A A A A A A A A A
A A A A A A A A A A A A
A A A A A A A A A A A A
B B A A A A A A A A B B
B B A A A A A A A A A B
A A A A A A A A A A A A
B B A A B A A A B B B B
B B B B B C C C C C C B
A A A A A A A A A A A A
A A A A A A A A A A A A
A A A A A A A A A A A A
A A A A A A A A A A A A
A A A A A A A A A A A A
A A A A A A A A A A A A
A A A A A A A A A A A A
D D A D A D A D A D A D
D A A D A D A D A D A D
B B B A A A A A A A A A

D D D D D D D D D D D D
D D D D D D D D D D D D
D D D D D D D D D D D D
D D D D D D D D D D D D

【備考】当社は化学物質の使用はない 実施項目 35 35 35 35 35 35 35 35 35 35 35 35
：計画　担当者は月の終わりにセルフチェックしA～Dを記入すること 評 価 86点87点89点86点87点86点86点87点87点84点84点86点

評価（実施項目数）　　Ａ:95％以上　Ｂ：85％以上　Ｃ:75％以上　Ｄ:50％以下 確 認 河野邉河野邉河野邉河野邉河野邉河野邉河野邉河野邉河野邉河野邉河野邉河野邉
日 付 5/9 6/1 7/1 8/1 9/1 10/211/212/5 1/6 2/2 3/6 4/2

中期目標2022年度
2021年度目標

施策（対策） 取組内容 コメント
（2021.4.1～2022.3.31）

42,849KWｈ 退社時に各エリアの照明・冷暖房の管理

10％削減 8％削減 温度適正化の表示・設備使用後はスイッチOFF

二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制

電気消費量 電気消費量 節電意識の徹底 昼休み消灯

（2018年度基準） （2018年度基準） エアコン温度設定・調節（冷房28℃・暖房20℃）

42,849KWｈ

38,564KWｈ 39,421KWｈ OA機器は省電力に設定する

タイマーの利用・扇風機で空調の工夫

空調フィルターの清掃を行う（1ヶ月に1回）

9,974.90L 9,974.90L 不要なスピードは出さない

10％削減 8％削減 急発進・急停止を避ける

ガソリン消費量 ガソリン消費量 エコドライブの推進 定期点検の実施

（2018年度基準） （2018年度基準） 効率的な営業ルートの実践

（2018年度基準） （2018年度基準） 不必要な荷物は積みこまない

15,771.35L 15,771.35L 適正ルートの選択

8,977.41L 9,176.91L

軽油消費量 軽油消費量 エコドライブの推進 定期点検の実施

廃
棄
物
歳
出
抑
制

一般廃棄物排出量削減 一般廃棄物排出量削減 コピー用紙の削減 必要に応じての裏紙の再利用推進

（2018年度基準）

10％削減 8％削減 不要なスピードは出さない

14,194.22L 14,509.64L 急発進・急停止を避ける

（2018年度基準） 両面印刷推進

384kg 384kg ミスコピーの削減・無駄なプリントアウトの禁止

忘れ物をなくし折り返し運転をなくす

産業廃棄物排出量削減 産業廃棄物排出量削減 廃棄物を減らす意識改革 材料の適正処理

（2018年度基準） （2018年度基準） 分別の徹底・各自のゴミ箱複数化

維持目標 維持目標 書類のデータでのやりとり推進

384kg 384kg以下 印刷不要なFAX用紙削減

廃棄量を周知

再生紙品・詰替え商品を購入

5,880kg 5,880kg 不良在庫が発生しないような在庫管理

実態把握 建設リサイクル率向上 梱包材の再利用

630m3 蛇口の点検（水の出しっぱなしがないか）・自家水の推奨

維持目標 維持目標

水
使
用
量

水使用量の節減 水使用量の節減 節水意識の向上 水使用量・節水の呼びかけ

（2018年度基準） （2018年度基準） 漏水がないかの確認（水道使用量のお知らせにて）

630m3

630ｍ3以下 630ｍ3以下

事
業
項
目

環境・防災機器の販売拡大 環境・防災機器の販売拡大 人材の補てん 牧場への販促

（2018年度基準）

1,529％増加 1,257％増加 ホテル、病院、役所への販促

30,000,000円 25,000,000円

（2018年度基準） 複合施設への販促

1,841,616円 1,841,616円 一般家庭への販促
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（１）二酸化炭素排出抑制に関係する項目

１-１：電気消費量に関して

・昼休み消灯

・エアコン温度設定・調節（冷房28℃・暖房20℃）

・退社時に各エリアの照明・冷暖房の管理

・温度適正化の表示・設備使用後はスイッチOFF

・タイマーの利用・扇風機で空調の工夫

・空調フィルターの清掃を行う（2ヶ月に1回）

１-２：ガソリン消費量に関して

・定期点検の実施

・効率的な営業ルートの実践

・不要なスピードは出さない

・急発進・急停止を避ける

１-３：軽油消費量に関して

・定期点検の実施

・不必要な荷物は積みこまない

・適正ルートの選択

・不要なスピードは出さない

・急発進・急停止を避ける

・忘れ物をなくし折り返し運転をなくす

（２）廃棄物排出抑制に関する項目
２-１：一般外気物排出量削減に関して

・必要に応じての裏紙の再利用

・両面印刷推進

・ミスコピーの削減・無駄なプリントアウトの禁止

・書類のデータでのやりとり

・印刷不要なFAX用紙削減

２-２：産業廃棄物排出量削減に関して

・材料の適正処理

・分別の徹底、各自のゴミ箱複数化

・不良在庫が発生しないような在庫管理

・梱包材の再利用

・廃棄量を周知

・再生紙品・詰替え商品を購入

（３）水使用量削減に関係する項目
・水使用量・節水の呼びかけ

・漏水がないかの確認（水道使用量のお知らせにて）

・蛇口の点検（水の出しっぱなしがないか）・自家水の推奨

（４）事業項目（環境・防災機器の販売拡大）
・牧場への販促

・複合施設への販促

・一般家庭への販促

・ホテル、病院、役所への販促

６．環境経営計画に基づき実施した取組内容
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2022年度の目標に対する実績は下記の通りである。

①二酸化炭素排出抑制に関する項目

電気消費量（単位：kmh）

ガソリン消費量（単位：L)

軽油消費量（単位：L）

二酸化炭素排出量（㎏-CO2）

②廃棄物排出抑制に関する項目

一般廃棄物排出量（単位：kg）

産業廃棄物排出量（単位：kg）

③水使用量（単位：ｍ3）

７-1：環境経営計画とその評価

①二酸化炭素排出抑制

【電気消費量】

スイッチに温度適正化・節電の表示を設置。社内メールにて電気消費量、節電方法を周知した。

今後も昼休みや無人時の消灯を徹底する。

【ガソリン・軽油消費量】

運転記録表によるエコドライブ状況の自己チェックを実施した。

引き続き運転記録表を使用してのエコドライブの推進をしていく。

【液化ガスLPG】

コロナウイルス感染症対策として給湯器を使用しての手洗いの頻度が増加した。

給湯器のスイッチをこまめに切ること、節水と時短を心がけることで使用量削減を目指す。

②廃棄物排出量抑制

【一般廃棄物】

裏紙の再利用、FAXは必要なものだけアウトプットするように努めた。

事務所内のゴミ箱に分別の表示を設置した。

引続き裏紙の再利用、ミスコピー用紙の削減に努める。

【産業廃棄物】

在庫管理の徹底、社内メールにて廃プラスチック廃棄量、削減方法を周知した。

引続き分別の徹底に努める。

③水使用量

　社内メールにて使用量と節水の呼びかけをおこなった。使用量の案内により漏水の有無を確認した。

　社内メールで周知していることにより、節水意識が浸透した。

④事業項目

　人材の確保が難しく、販促活動を進めることができなかったので、販促方法の見直しを図る。

７． 環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とその評価

項目 目標 実績 目標との差異 評価

38,564 42,599.0 +4,035（+10.4％） 未達

81,363.60 67,715.18 -13,648.42（-16％） 達成

8,977.41 6,486.92 -2490.49（-27.7％） 達成

14,194.22 9,042.51 -5151.71（-36.2％） 達成

液化石油ガス（LPG）（単位：㎥） 119.23 56.00 -63.23（-53％） 達成

384以下 384 （±0％） 達成

5,562以下
（2021年度）

6,587 +1,025（+18％） 未達

379以下 379 ±0 達成

④事業項目（単位：円）
（環境・防災機器の販売拡大）

30,000,000 1,146,526
-28,853,474
（-96.1％）

未達
（販売縮小）
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4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

A A A
A A A
A A A
A A A
A A A
A A A
A A A
A A A
A A A
A A A
A A A

A A A
A A A
A A A
A A A
A A A
A A A
A A A
A A
A A A
A A A
A A A
A A A
A A A
A A A
A A A
A A A
A A A
* A * * * * *
* A * * * * *
B B B

【備考】当社は化学物質の使用はない 実施項目 29 31 29
：計画　担当者は月の終わりにセルフチェックしA～Dを記入すること 評価 （平均点 ） 95 95 95

評価（実施項目数）　　Ａ:95％以上　Ｂ：85％以上　Ｃ:75％以上　Ｄ:50％以下 確 認 河野邉 河野邉 河野邉

日 付 5/9 6/1 7/1

7-2：2023年度の環境経営目標及び環境経営計画

中期目標2023年度 施策（対策） 取組内容 コメント

タイマーの利用・扇風機で空調の工夫

空調フィルターの清掃を行う（1ヶ月に1回）

定期点検の実施

退社時に各エリアの照明・冷暖房の管理

3％削減 温度適正化の表示・設備使用後はスイッチOFF

41,563KWｈ パソコンなどのOA機器は省電力に設定する

（2021年度基準） エアコン温度設定・調節（冷房28℃・暖房20℃）

42,789KWｈ
節電意識の徹底

軽油消費量 定期点検の実施

（2021年度基準） 効率的な営業ルートの実践

5638.31L エコドライブの推進 不要なスピードは出さない

3％削減 急発進・急停止を避ける

（2021年度基準） 不必要な荷物は積みこまない

9,584L
エコドライブの推進

適正ルートの選択

3％削減

ガソリン消費量

不要なスピードは出さない

9296L 急発進・急停止を避ける

忘れ物をなくし折り返し運転をなくす

廃
棄
物
歳
出
抑
制

一般廃棄物排出量削減 必要に応じての裏紙の再利用推進

650kg

二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制

電気消費量 昼休み消灯

産業廃棄物排出量削減 材料の適正処理

再生紙品・詰替え商品を購入

5469.16L

（2021年度基準） 分別の徹底・各自のゴミ箱複数化

5,880kg

（2021年度基準） 両面印刷推進

650kg コピー用紙の削減 ミスコピーの削減・無駄なプリントアウトの禁止

維持目標 書類のデータでのやりとり推進

廃棄物を減らす意識改革
不良在庫が発生しないような在庫管理

梱包材の再利用

建設リサイクル率向上 廃棄量を周知

印刷不要なFAX用紙削減

水
使
用
量

水使用量の節減 水使用量・節水の呼びかけ

307ｍ3以下

（2021年度基準） 漏水がないかの確認（水道使用量のお知らせにて）

307m3 節水意識の向上 蛇口の点検（水の出しっぱなしがないか）・自家水の推奨

維持目標
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８．  環境関連法などの遵守状況の確認及び

評価の結果、並びに違反、訴訟などの有無
８-１：環境関連法規

廃棄物処理法 産業廃棄物排出業者 ・委託契約の締結

・マニフェストの発行

・マニフェストの保管

・マニフェストの返送管理

・保管基準の遵守（表示・容量・3S）

・マニフェスト交付状況報告

・水銀使用製品産業廃棄物

一般廃棄物（可燃ごみ） ・分別の徹底

・計量の実施

フロン排出抑制法 業務用エアコン ・簡易点検及び記録

3.0キロワット：1台

1.95キロワット：2台

5.80キロワット：2台

4.30キロワット：1台

下水道法 ・有害な物を流さない（油等）

家電リサイクル法 冷蔵庫、洗濯機、エアコン ・適正な引渡し

建設リサイクル法

消防法 灯油：180L未満で管理（非該当）

８-2：違反、訴訟などの有無

　2022年6月30日に遵守評価を行った結果、違反はありません。

　なお関係当局より違反等の指摘も、過去5年間ありません。

　また、訴訟等も創業以来1件もありません。

・貯蔵、取扱所等の設置等の
許可を要す

木材、アスファルト・コンクリート

法令等の名称 対象施設/設備/業務等 主な要求事項

一定規模以上の建設工事の ・再資源化等の必要な建設資材

発注者または施工者 　コンクリート、コンクリート及び
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実施日：2023年　7月

1

2

3

4

5

経営方針 変更の必要はない。

9． 代表者による全体の評価と見直し・指示

項目 指示事項（アウトプット）、コメント

総合コメント

2020.11.17の認証取得以来、様々な取り組みに対応し、環境目標のうち6項目を
達成していることは立派です。
未達成の事業項目を全員の協力で達成することを願っています。
行動計画への実践を更に高め、個人の行動が習慣化する迄励み、最終目標で
ある脱炭素社会の実現、そして又、SDGｓの取り組み企業としての活動に全社員
が意識を傾注して下さる事を期待しています。

施設・設備・作業環境の改善
分別処理が一部に於いて、実行されていない。
周知徹底する為、各部門への改善指示を。

環境経営目標及び環
境経営計画

未達成項目に関しては、次年度は目標達成できるよう、一人ひとりが取組内容を
理解し行動に移していく。

実施体制 環境・防災機器の販売に関してのみ業務縮小とする。

法令遵守 環境関連法規については遵守されているので、変更の必要はない。
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◇電気消費量抑制 節電ラベルの表示

◇コピー用紙の削減 ◇エコキャプの寄付

両面印刷推進ラベルの表示(複合機） 環境負荷抑制と共に社会貢献活動にも貢献しています

複合機）

◇次亜塩素酸水の使用 ◇電解水の使用

掃除の際、洗剤は使用せず 汚れを落とす以外に除菌・消臭効果も発揮します。

自社で生成した次亜塩素酸水を使用。

除菌・消臭効果も発揮します。

◇バイオ式生ゴミ処理機の使用

焼却ごみの削減に努めています。

生ゴミは土となり肥料として再利用することも可能です。

10.地域貢献活動・環境経営活動の実施状況
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